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択
別

週あたりの授業時間数と開講期
備　　　考1年次 2年次 3年次 4年次

春1 春2 秋1 秋2 春1 春2 秋1 秋2 春1 春2 秋1 秋2 春1 春2 秋1 秋2
専門教育科目

1

基　
　
　

礎　
　
　

科　
　
　

目

化学概論 2 ○ 4
2 無機化学Ⅰ 2 ◎ 4
3 無機化学Ⅱ 2 ◎ 4
4 無機化学Ⅲ 2 ○ 4
5 有機化学Ⅰ 2 ◎ 4
6 有機化学Ⅱ 2 ◎ 4
7 有機化学Ⅲ 2 ○ 4
8 物理化学Ⅰ 2 ◎ 4
9 物理化学Ⅱ 2 ◎ 4
10 物理化学Ⅲ 2 ○ 4
11 分析化学Ⅰ 2 ◎ 4
12 分析化学Ⅱ 2 ◎ 4
13 化学実験Ⅰ 1.5 ◎ 6
14 化学実験Ⅱ 1.5 ◎ 6
15 無機化学演習 2 ○ 4
16 有機化学演習 2 ○ 4
17 物理化学演習 2 ○ 4
18 分析化学演習 2 ○ 4
19 分析化学実験 3 ○ 12 （注５）
20 無機化学実験 3 ○ 12 （注５）
21 有機化学実験 3 ○ 12 （注５）
22 物理化学実験 3 ○ 12 （注５）
23

専　
　
　

門　
　
　

科　
　
　

目

エネルギーの化学 2 ● 4 新エネルギーコース選択必修科目
24 錯体化学 2 ● ［4］ 4 新エネルギーコース選択必修科目
25 固体化学 2 ● ［4］ 4 新エネルギーコース選択必修科目
26 柔らかい分子系の化学 2 ● 4 新エネルギーコース選択必修科目
27 バイオ有機化学 2 ● 4 バイオ有機薬品コース選択必修科目
28 薬品合成化学 2 ● 4 バイオ有機薬品コース選択必修科目
29 有機分析化学 2 ● ［4］ 4 バイオ有機薬品コース選択必修科目
30 有機反応化学 2 ● ［4］ 4 バイオ有機薬品コース選択必修科目
31 機器分析化学 2 ● 4 環境分析コース選択必修科目
32 化学環境論 2 ● 4 環境分析コース選択必修科目
33 環境分析化学 2 ● 4 環境分析コース選択必修科目
34 鑑識の化学 2 ● 4 環境分析コース選択必修科目
35 量子化学 2 ○ 4
36 放射線化学 2 ○ 4
37 ポリマーの化学 2 ○ 4
38 情報リテラシー 2 ◎ 4
39 コンピュータ入門 2 ○ 4
40 化学プレゼンテーション 2 ○ 2
41 安全化学 2 ○ 4
42 特別講義 1 ○ （2） （2） （2） （2）
43 化学トピックス 2 ○ ［2］ 2
44 化学セミナーⅠ 2 ○ 2 Sプログラム専用科目
45 化学セミナーⅡ 2 ○ 2 Sプログラム専用科目
46 化学特別実験 8 ○ 8 Sプログラム専用科目

２ 化学科
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春1 春2 秋1 秋2 春1 春2 秋1 秋2 春1 春2 秋1 秋2 春1 春2 秋1 秋2
47 専

門
科
目

卒業研究Ⅰ 4 ◎ ［8］ 8 （8）
48 卒業研究Ⅱ 4 ◎ ［8］ （8） 8
49

専　
　

門　
　

関　
　

連　
　

科　
　

目

解析学Ⅰ 2 ○ 4
50 解析学Ⅱ 2 ○ 4
51 化学基礎実験 2 ◎ 8
52 物理学基礎論Ⅰ 2 ○ 4
53 物理学基礎論Ⅱ 2 ○ 4
54 物理学基礎実験 2 ○ 8
55 生物学基礎論Ⅰ 2 ○ 4
56 生物学基礎論Ⅱ 2 ○ 4
57 生物学基礎実験 2 ○ 8（8）（8）
58 地学基礎論Ⅰ 2 ○ 4
59 地学基礎論Ⅱ 2 ○ 4
60 地学基礎実験 2 ○ 8（8）
61 化学入門Ⅰ 2 ○ 4
62 化学入門Ⅱ 2 ○ 4
63 教職のための化学 2 ○ 4
64 教

員
養
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
科
目

教職基礎演習 1 ○ 1 ★
65 野外実践指導実習Ⅱ 2 ○ 2
66 理科教材開発指導 2 ○ 4 ★
67 授業実践演習 2 ○ 1
68 教職のための物理 2 ○ 4
69 教職のための地学 2 ○ 4
70 教職のための生物 2 ○ 4

（注１）コース分けは１年次秋学期末に決定し，２年次秋学期末にコース変更が可能である。
（注２）各コース選択必修科目において，他コース履修を制限することがある。他コース選択必修科目の単位は卒業・進級

に有効な単位として認める。
（注３）各コースの学生は各コースの選択必修科目を必ず２科目以上修得しなければならない。
（注４）同一名称科目を除く他学科や他学部の専門教育科目は，授業科目の担当教員・所属学科長及び教務課の承認を得れば，

履修することができ，取得した単位は12単位まで卒業・進級に有効な専門教育科目の単位に加えることができる。
（注５）早期研究室配属プログラム（Ｓプログラム）を履修しない学生は，分析化学実験，無機化学実験，有機化学実験，

物理化学実験を必ずすべて修得しなければならない。
（注６）Ｓプログラムを履修する学生は，分析化学実験，無機化学実験，有機化学実験，物理化学実験の代わりに，Ｓプロ

グラム専用科目を修得しなければならない。
（注７）［   ］はＳプログラム選択学生対象の開講年次である。
（注８）化学入門Ⅰ，化学入門Ⅱ，教員養成プロジェクト関連科目は履修科目登録の上限には含まれない。
（注９）本学大学院修士課程へ進学を希望し，かつ，早期卒業を希望する場合に限り，３年次での卒業研究の履修を認める。

早期卒業する場合には化学特別実験を履修する必要はない。本学大学院修士課程に進学しないときは早期卒業を認
めない。

（注10）卒業研究は化学特別実験と同一年度には履修できない。
（注11）教員養成プロジェクト関連科目の履修により取得した単位は，卒業・進級に有効な単位に加えることはできない。
（注12）教員養成プロジェクト関連科目は理数系教員養成プロジェクト（教職を目指す学生のための理学部の学科横断的な

プロジェクト）に参加が認められた学生が履修できる科目である。★の科目は理数系教員養成プロジェクトの必修
科目である。

（注13）「卒業研究Ⅰ」の単位を修得していなければ，「卒業研究Ⅱ」を履修することができない。
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